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第１１回八代地域審議会発言要旨 

委 員 事 務 局 

■平成 21年度の主な事業について 
いきいき学校づくり推進事業とありますが、児童館とか分館と

かありましたけども、それとは関係あるか。この学校づくりとい

うのは地域も含めてやる推進事業ではないかと思うが。 

これは新たに実施する事業であり、これまでにあった事業を行

なうものではない。これは、学校独自で使ってくださいというこ

とで、当然、地域の方々とも相談して地域を巻き込んだ事業とい

うこともできる。あくまでも学校で使うが内容については、地域

の方々と相談しながら使える事業でもあるということ。 
新八代駅周辺整備の問題ですが、今行って見てみると、何もな

く、将来どうなるのかと。あそこには物産館はあるけど、殆ど人

は入っていなということですが、どうなるのかと心配している。

今後の見通しはいかがか。 

新駅周辺整備は、環境整備に着手している。道路を 5 本、22

年度までには完成し、公園も今年中には完成する。それから上下

水道を合わせて一緒に整備を図っている。いわゆる民間が入って

くれるような環境を先行して作っているということ。物産館の状

況は、今のところ、売り上げは予定よりもいい。松中記念館も心

配はしていたが、当初１日 100 人を見込んでいたが、平均すると

120 人ぐらい来ている。松中記念館がオープンした途端、物産館

も 3割程度売り上げがアップしている。 
道路整備があがっているが、非常に道路が、2,3 年前と比べま

すと改修が進んでいる。これは何か予算が来たのか。 
現実的にはこれからが、多くなっていく。国の 2次補正が来て

おり、八代市で 9億円程度、すべて道路に使うわけではないが、

前倒しでやりなさいということ。ただこれは 21 年度の事業とい

うことになる。しかし、たまたまであって、道路関係の要望は非

常に多く、回ってこないのが現状である。 
日奈久温泉の関連予算はこれだけあるが、日奈久地区の受け入

れ体制はどのようになっているのか。これに対する地元の努力と

いうものはあるのか。 

今は行政がハード整備を行なう。集中的に大きなお金をあの場

所に投入する。しかし、後のソフトは「地域の皆さんですよ」と

いうことで話をしている。ソフト事業については、いろんな支援
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温泉センターの角あたりに小さいながらも 15 団体で 7 月に間

に合うように足湯を作る。ただそれで、後の維持管理をして日奈

久の方たちがまとまればいいと思っている。 

制度もあるので、話をしながらやっているが、確かに目に見える

形で出て来ていない。時間もかかると思うが、日奈久の人たちも

頑張っていただけると期待をしているところ。 
集客が見込め、日奈久に強制的に泊めるのはスポーツしかな

い。公園ができるわけだから、例えば、日奈久開湯 600 年記念ゲ

ートボール大会とか九州地区ゲートボール大会とかを誘致して

いけば、この施策で人を集めているのだなと判る。ところが公園

は作ったが、その後は、全く見えない。 

八代のホテルが言うには、スポーツ関係の宿泊が一番多いと言

っている。調べると面白い。 

 

市は、宿泊をからめたスポーツを考えているのか、ただ試合を

させて体育館を使用させるためにやるスポーツなのか、だから民

と官がその辺を相容れないのがそこである。泊めたら、弁当がい

くつ出て、ジュースがいくつ出て、いくら宿泊費が落ちたか、我々

は統計を取る。 

 

老人会とか婦人会とかスポーツ大会をやっているが、ああいう

のを年間 1回ではなくして、どんどんやってもらいたい。老人会

のニュースポーツの講習会とかやると非常に喜ばれる。そして、

お年寄りが一番喜ぶのは賞状をやること。賞状のやり方も１，２，

３番とかではなく、一番ビリの人とかを表彰しないといけない。

また、一番歳をとっているとか、「よく今日は来られましたね」

と言って賞状をやれば喜ぶ。 

 

スポーツも大事だけど、音楽も大事である。くま川祭りでいろ  



 3

委 員 事 務 局 

いろとダンスをされる方もいるし、一斉に老若男女を入れたイベ

ントを考えて、ノウハウを今までのプロの人たちが教えて、例え

ば青年会議所を巻き込みながら、みんなでやっていかなければい

けない。お年寄りだけだとか、子どもだけとか、スポーツだけと

かではなく、いろんなところに目を向けて一緒にやっていくと。

そうすると地域もだけど、八代全体が盛り上がっていくのではな

いかなと。 

人が集まるようなプロジェクトの中には、若年層の意見は絶対

必要である。また、民と民、官と官の意見をすり合わせないとう

まくいかない。宿泊はこれだけの方に泊まっていただきましたと

か。我々はそのような発想を持ってやっている。あくまで八代市

に泊めて、八代市で金を使っていただくための努力をしている。

 

日奈久の温泉センターを作ったからといっても、人は集まらな

い。アンケート調査を行ったところ、びっくりした。今の若い人

は日奈久のことを知らない。温泉が日奈久にあるということを。

これはショックだった。温泉センターに行ったことがあるかとい

う問に対して、それは何ですかと。それが現実である。 

 

旅館組合と地域の方たちが一体化していないと聞く。体制づく

りができていないということを聞いています。イベント行事がた

くさんあるようだが、果たして八代市民も日奈久に目が向いてい

るのかどうか。その点を心配している。埋立地がどういうふうに

使われるかというのは長年放置されていたが、新聞に出ていた。

市民の人たちも、あそこに一体何ができるのだろうかと関心があ

り、馬券場ができるという話もあるが、今度、公園化される。だ
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から、これだけのお金がつぎ込まれるので、市民の皆さんがそち

らに目が行くよう、そして、本当に日奈久の方たち、地域と旅館

組合と一緒になってもらいたいと思う。 

皆さんもこの 1 ヶ月間で何回ぐらい日奈久のお風呂に入られ

たかと、先ず皆さんに聞きたい。温泉センターが閉まっているの

で旅館が開けてくれないと、お客さんはどんどん離れていくた

め、旅館の様子をみに行ったが、20 時の時間帯に 3 軒閉まって

いた。「こういう状態だからいけない」ということを女将さん達

に私は直に言っている。 

 

■住民自治によるまちづくりについて 

これには若手の意見を聞くようなことはないのか。まだ準備段

階なのか。 
啓発はいろんな形でやりたい。実は、地域振興会を五家荘で立

ち上げるということで、市で考えているまちづくりはどのような

ものか示してほしいということでした。これまで４ヶ月をかけて

各校区に入りました。市ではこのようなことをやっているようだ

なということが少しずつですが浸透してきているような感じが

ある。 
 


